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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成20年10月9日(2008.10.9)

【公開番号】特開2006-71638(P2006-71638A)
【公開日】平成18年3月16日(2006.3.16)
【年通号数】公開・登録公報2006-011
【出願番号】特願2005-248566(P2005-248566)
【国際特許分類】
   Ｇ２１Ｃ  15/25     (2006.01)
   Ｇ２１Ｃ  13/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ２１Ｃ  15/25    ＧＤＢ　
   Ｇ２１Ｃ  13/02    　　　Ｎ

【手続補正書】
【提出日】平成20年8月26日(2008.8.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
原子炉中のジェットポンプライザーパイプ３８にライザーブレースアセンブリを固定する
ためのライザーブレースクランプアセンブリ５０であって、
　上側クランプ５３と上側フレーム５４とを有する上側クランプアセンブリ５１であって
、前記上側クランプ５３は、前記ジェットポンプライザーパイプ３８の周囲に固定できる
ようにＵ字形状を有し且つ各々がその内部に貫通穴が形成された２つの末端部分を有する
ものであるような上側クランプアセンブリ５１と、
　下側クランプ５５と下側フレーム５６とを有する下側クランプアセンブリ５２であって
、前記下側クランプ５３が、前記ジェットポンプライザーパイプ３８の周囲に固定できる
ようにＵ字形状を有し且つ各々がその内部に貫通穴が形成された２つの末端部分を有する
ものであるような下側クランプアセンブリ５２と、
上側クランプアセンブリ５１および下側クランプアセンブリ５２へ締付力をもたらす、複
数の機械式ファスナ７１、７２、７３とを具備し、
　前記上部フレーム５４は、前記上側クランプ５３の前記２つの末端部分のそれぞれの一
方を受けるための対応する窪み部７７を含み、
　前記下側フレーム５６は、前記下側クランプ５５の前記２つの末端部分のそれぞれの一
方を受けるための対応する窪み部を含み、
　前記対応する窪み部７７と貫通穴とは、前記複数の機械式ファスナ７１、７２、７３の
少なくとも１つが対応する窪み部７７と貫通穴を通って延長することができるように垂直
方向に整合していることを特徴とするライザーブレースクランプアセンブリ。
【請求項２】
前記機械式ファスナ７１、７２、７３が、固定用ボルト７１、７２および固定用ボルトナ
ット７３であることを特徴とする請求項１記載のライザーブレースクランプアセンブリ５
０。
【請求項３】
前記固定用ボルトナット７３が、一方向だけにボルトナットを回転させるために、ボルト
ナットのラッチスプリング８５と係合することを特徴とする請求項２に記載のライザーブ
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レースクランプアセンブリ５０。
【請求項４】
前記上側クランプ５３が、
　前記ジェットポンプライザーパイプ３８と接合するように調節する調節可能な楔９８と
、
　前記楔９８を所望の位置に調節するためのジャックボルト７６と、
　前記ジャックボルト７６が一方向に回転しないように防止するためのジャックボルトの
ラッチスプリング９５とを、さらに含むことを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記
載のライザーブレースクランプアセンブリ５０。
【請求項５】
前記下側クランプ５５が、
　前記ジェットポンプライザーパイプ３８と接合するように調節する調節可能な楔９８と
、
　前記楔９８を所望の位置に調節するためのジャックボルト７６と、
　前記ジャックボルト７６が一方向に回転しないように防止するためのジャックボルトの
ラッチスプリング９５とをさらに含むことを特徴とする請求項１乃至４のいずれかに記載
のライザーブレースクランプアセンブリ５０。
【請求項６】
前記上側フレーム５４および下側フレーム５６は、締付力を加えられたとき、変形および
湾曲を防止するための剪断パッド９０をさらに含むことを特徴とする請求項１乃至５のい
ずれかに記載のライザーブレースクランプアセンブリ５０。
【請求項７】
前記上側フレーム５４は、この上側フレーム５４を前記下側フレーム５６に締め付けるた
めの固定用ボルト７２の回転を防止するように、クランプボルトのナット７３のラッチ歯
６７と係合するラッチスプリング６５をさらに含むことを特徴とする請求項２記載のライ
ザーブレースクランプアセンブリ５０。
【請求項８】
前記下側フレーム５６は、前記固定用ボルト７２の回転を防止するように、前記クランプ
ボルト７２と係合する四角の取り付け穴凹所をさらに含むことを特徴とする請求項７記載
のライザーブレースクランプアセンブリ５０。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
しかし、溶接の完全性が欠けると、ジェットポンプアセンブリを支持するライザーブレー
スアセンブリが、破損することにつながる。たとえば、振動による疲労からの溶接の破損
、および／または粒子間の応力腐食割れ（ＩＧＳＣＣ）による溶接割れによって、ライザ
ーブレースアセンブリ４０をＲＰＶ２０に接合する溶接のうちの１つが、破損する恐れが
あり得る。図３(Ａ)に、説明ポイントとして、ライザーブレースアセンブリ４０とライザ
ーパイプ３８の間に亀裂が入った、溶接ＲＳ－９を示す。この近辺のライザーブレースア
センブリ４０、または他のどこかの溶接領域に剥離があると、ＢＷＲの安全性に悪影響を
与え得る。ライザーブレースアセンブリ４０が、ＲＰＶ２０から（たとえば、ＲＰＶの側
壁３０において）、および／またはライザーパイプ３８から剥がれた場合、ライザーパイ
プ３８は、不安定になることがあり、ジェットポンプアセンブリ３４が、悪影響を受ける
恐れがあり得る。ジェットポンプアセンブリが、１つだけでも損傷した場合、かなりの量
の配管を交換する、または修理するのいずれかをしなければならない。ダウンカマ環状部
２８の領域中の溶接の修理は、アクセスができないため、通常実際的でなく、要員への過
剰な放射線被爆が起こる可能性が、実際にあるので、ライザーブレースをジェットポンプ
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アセンブリにしっかりと固定する方法および装置が、必要である。
【特許文献１】米国特許　第１７８３５０９号　公開年月　１９３０年１２月
【特許文献２】米国特許　第２４３６９５２号　公開年月　１９４８年３月
【特許文献３】米国特許　第３１４１６８６号　公開年月　１９６４年７月
【特許文献４】米国特許　第３４６９８５２号　公開年月　１９６９年９月
【特許文献５】米国特許　第３５３６２０４号　公開年月　１９７０年１０月
【特許文献６】米国特許　第３９１０６１０号　公開年月　１９７５年１０月
【特許文献７】米国特許　第３９２１６８７号　公開年月　１９７５年１１月
【特許文献８】米国特許　第４２８１６９９号　公開年月　１９８１年８月
【特許文献９】米国特許　第４５７５１２９号　公開年月　１９８６年３月
【特許文献１０】米国特許　第４６７５１４９号　公開年月　１９８７年６月
【特許文献１１】米国特許　第４８３６２８８号　公開年月　１９８９年６月
【特許文献１２】米国特許　第５２６５１４１号　公開年月　１９９３年１１月
【特許文献１３】日本特許特開平０６－１８６３７１号　公開年月　１９９４年７月
【特許文献１４】米国特許　第５６８３２１６号　公開年月　１９９７年１１月
【特許文献１５】日本特許特開平０８－３１３６６８号　公開年月　１９９６年１１月
【特許文献１６】米国特許　第５８３９１９２号　公開年月　１９９８年１１月
【特許文献１７】米国特許　第５９６４０２９号　公開年月　１９９９年１０月
【特許文献１８】米国特許　第５９７８４３３号　公開年月　１９９９年１１月
【特許文献１９】日本特許特開平２０００３０４８９１号　公開年月　２０００年１１月
【特許文献２０】米国特許　第６０５３６５２号　公開年月　２０００年４月
【特許文献２１】日本特許特開平１０－２０６５８７号　公開年月　１９９８年８月
【特許文献２２】米国特許　第６１０８３９１号　公開年月　２０００年８月
【特許文献２３】日本特許特開平１１－３２６５８６号　公開年月　１９９９年１１月
【特許文献２４】米国特許　第６２３３３０１号　公開年月　２００１年５月
【特許文献２５】日本特許特開平２０００－１６２３７５号　公開年月　２０００年６月
【特許文献２６】米国特許　第６３２０９２３号　公開年月　２００１年１１月
【特許文献２７】米国特許　第６３７５１３０号　公開年月　２００２年４月
【特許文献２８】日本特許特開平２０００－０５６０６０号　公開年月　２０００年２月
【特許文献２９】米国特許　第６４３８１９２号　公開年月　２００２年８月
【特許文献３０】日本特許特開平２００２－２２１５８９号　公開年月　２００２年８月
【特許文献３１】米国特許　第６６４７０８３号　公開年月　２００３年１１月
【特許文献３２】日本特許特開平２００４－０７７４８７号　公開年月　２００４年３月
【特許文献３３】米国特許　第６７６９７２２号　公開年月　２００４年８月
【特許文献３４】米国特許　第６８５７８１４号　公開年月　２００５年２月
【特許文献３５】日本特許特開平２００４－０７７４８８号　公開年月　２００４年３月
【特許文献３６】米国特許出願　第２００４－０１９０６７１号　公開年月　２００４年
９月
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